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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期
第３四半期
連結累計期間

第65期
第３四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 18,376,756 19,154,315 24,765,107

経常利益 (千円) 133,701 289,460 202,265

四半期(当期)純利益 (千円) 6,002 145,501 3,239

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △147 144,487 17,414

純資産額 (千円) 3,270,518 3,376,651 3,263,320

総資産額 (千円) 13,246,287 13,498,423 12,581,784

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 1.54 37.36 0.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 24.5 25.0 25.9

　

回次
第64期
第３四半期
連結会計期間

第65期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 15.87 45.08

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容　　　につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

　

（連結子会社）　　

　　新規設立による増加：可麗愛特(上海)商貿有限公司

　

この結果、連結子会社が１社増加し、平成24年12月31日現在では、当社グループは、当社及び連結子　会社

７社により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等による緩やかな回

復がみられるものの、欧州債務危機問題や新興国の景気減速による世界経済の停滞、領土問題における近

隣諸国との関係悪化等の影響を受けて、景気は先行き不透明な状況で推移しております。

管工機材業界におきましては、住宅着工戸数は前年を上回る水準で推移しており、首都圏を中心とした

都市部におけるマンションの販売戸数も概ね堅調を維持している等、需要は回復基調となっております。

このような状況のもと、当社の全国販売ネットワークを活用し、営業所併設のヤードからタイムリーな

商品供給を行いました。また、都市部の需要回復に伴う要請へのスムーズな対応に努めました。

以上の結果、連結売上高は19,154百万円（前年同期比4.2％増加）となり、売上総利益は3,457百万円

（前年同期比7.4％増加）となりました。

　販売費及び一般管理費は132百万円の増加となり、営業利益は215百万円（前年同期比99.5％増加）とな

りました。また、経常利益は289百万円（前年同期比116.5％増加）となりました。以上の結果、法人税等考

慮後の四半期純利益は145百万円（前年同期は６百万円の利益）となりました。
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セグメントの業績を示すと次のとおりです。
　

　[管工機材]

当セグメントにおきましては、売上高は19,022百万円（前年同期比4.4％増加）、セグメント利益(営業

利益)は210百万円（前年同期比104.5％増加）となりました。
　

　[その他]

当セグメントは、報告セグメントに含まれない事業セグメントで主に室内装飾の施工であり、売上高は

131百万円（前年同期比15.3％減少）、セグメント利益(営業利益)は４百万円(前年同期比6.9％減少)と

なりました。

　
管工機材の商品区分別状況は以下のとおりです。
　

　①　排水・汚水関連商品

当商品群は、ビルやマンションの排水・汚水配管に使用される商品が中心となります。建築需要は、都

市部を中心として堅調に推移しております。ビルやマンションの需要回復に伴って排水鋳鉄管、耐火二層

管が増加した他、排水金具も売上を伸ばし、当商品群の売上高は4,341百万円（前年同期比3.8％増加）と

なりました。
　

　②　給湯・給水関連商品

当商品群は、戸建住宅や集合住宅の給湯・給水配管に使用されるものが中心となります。給水関連商材

は、インフラ整備の部材として需要は安定的に推移しております。鉄管、銅管の増加に加えて、ライニング

管が大幅に増加し、当商品群の売上高は4,724百万円（前年同期比3.0％増加）となりました。
　

　③　化成商品

当商品群は、戸建住宅や集合住宅の外溝部材が中心となります。供給メーカー再編の影響により業界内

での競争激化が懸念される中で、着実に実績を残しております。第３四半期は需要の回復に支えられ売上

は順調に推移しており、当商品群の売上高は5,298百万円（前年同期比5.1％増加）となりました。
　

　④　その他

当商品群は、継続して取り組んでいる住宅設備機器を含む商品群です。需要の回復に伴って、大半の商

品区分で前年実績を上回って推移しております。住宅設備機器の仕入先・アイテムの拡充に加えて、ダク

ト類、バルブ類も順調に増加していることもあり、当商品群の売上高は4,658百万円（前年同期比5.6％増

加）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

　(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて812百万円増加し、流動

資産合計で9,647百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金が603百万円増加、商品及び

製品が296百万円増加したこと等によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて103百万円増加し、固定

資産合計で3,850百万円となりました。この主な要因は、リース資産(有形固定資産及び無形固定資産)が

125百万円増加したこと等によるものです。
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　(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて1,095百万円増加し、流

動負債合計で8,220百万円となりました。この主な要因は、短期借入金が1,100百万円増加、支払手形及び

買掛金が406百万円増加、１年内返済予定の長期借入金が232百万円減少したこと等によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて292百万円減少し、固定

負債合計で1,901百万円となりました。この主な要因は、リース債務が96百万円増加、長期借入金が388百

万円減少したこと等によるものです。

　
　(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて113百万円増加し、純資産

合計で3,376百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が114百万円増加したこと等によるもので

す。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,969,000 3,969,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であり
ます。

計 3,969,000 3,969,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 3,969,000 ― 646,494 ― 786,078

　

　

(6) 【大株主の状況】

        当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区　　分 株式数(株) 議決権の数(個) 内　　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 74,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,894,200 38,942 ―

単元未満株式 普通株式 500 ― ―

発行済株式総数 3,969,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,942 ―

(注)  １ 「単元未満株式」の欄の株式数には当社所有の自己株式 32株が含まれております。

 ２ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
クリエイト株式会社

大阪市西区阿波座一丁目
13-15

74,300 ― 74,300 1.87

計 ― 74,300 ― 74,300 1.87

　

　

２ 【役員の状況】

     該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,178,346 1,162,302

受取手形及び売掛金 ※2
 5,227,353

※2
 5,830,777

商品及び製品 2,034,936 2,331,365

仕掛品 89,895 103,102

原材料及び貯蔵品 137,560 131,767

繰延税金資産 99,775 70,382

その他 141,019 95,847

貸倒引当金 △73,914 △77,893

流動資産合計 8,834,971 9,647,651

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 272,876 261,605

機械装置及び運搬具（純額） 11,372 10,471

土地 1,795,348 1,795,348

リース資産（純額） － 55,049

その他（純額） 32,536 36,778

有形固定資産合計 2,112,134 2,159,253

無形固定資産

リース資産 － 70,380

その他 52,017 38,962

無形固定資産合計 52,017 109,342

投資その他の資産

繰延税金資産 271,028 273,190

その他 1,453,784 1,458,434

貸倒引当金 △142,151 △149,449

投資その他の資産合計 1,582,660 1,582,175

固定資産合計 3,746,813 3,850,771

資産合計 12,581,784 13,498,423
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 5,469,717

※2
 5,875,918

短期借入金 － 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 1,093,060 860,901

未払法人税等 110,595 48,294

賞与引当金 139,466 67,704

リース債務 － 29,272

その他 311,928 238,068

流動負債合計 7,124,768 8,220,160

固定負債

長期借入金 1,233,802 845,647

退職給付引当金 580,072 597,249

役員退職慰労引当金 15,041 13,391

役員退職慰労未払金 179,000 175,000

リース債務 － 96,111

その他 185,778 174,212

固定負債合計 2,193,694 1,901,612

負債合計 9,318,463 10,121,772

純資産の部

株主資本

資本金 646,494 646,494

資本剰余金 803,217 803,217

利益剰余金 1,822,826 1,937,170

自己株式 △41,843 △41,843

株主資本合計 3,230,694 3,345,038

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 32,407 33,955

為替換算調整勘定 218 △2,342

その他の包括利益累計額合計 32,626 31,613

純資産合計 3,263,320 3,376,651

負債純資産合計 12,581,784 13,498,423
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 18,376,756 19,154,315

売上原価 15,158,487 15,696,548

売上総利益 3,218,269 3,457,766

販売費及び一般管理費 3,110,361 3,242,520

営業利益 107,907 215,246

営業外収益

受取利息 436 1,334

受取配当金 5,065 6,018

不動産賃貸料 50,833 50,599

仕入割引 107,466 108,675

貸倒引当金戻入額 868 －

デリバティブ評価益 － 37,077

その他 19,503 33,512

営業外収益合計 184,173 237,218

営業外費用

支払利息 20,156 21,870

手形売却損 28,075 28,895

不動産賃貸原価 34,556 34,026

売上割引 38,071 39,815

貸倒引当金繰入額 － 1,420

デリバティブ評価損 1,713 －

その他 35,804 36,975

営業外費用合計 158,378 163,004

経常利益 133,701 289,460

特別利益

固定資産売却益 2,213 249

特別利益合計 2,213 249

特別損失

固定資産除却損 － 391

固定資産圧縮損 － 1,622

投資有価証券評価損 4,108 －

特別損失合計 4,108 2,013

税金等調整前四半期純利益 131,807 287,697

法人税等 123,832 142,195

少数株主損益調整前四半期純利益 7,974 145,501

少数株主利益 1,971 －

四半期純利益 6,002 145,501
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,974 145,501

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,175 1,547

為替換算調整勘定 △947 △2,560

その他の包括利益合計 △8,122 △1,013

四半期包括利益 △147 144,487

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,645 144,487

少数株主に係る四半期包括利益 1,497 －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

第２四半期連結会計期間より、新たに設立した可麗愛特（上海）商貿有限公司を連結の範囲に含めております。

　

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　偶発債務

　
前連結会計年度

(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成24年12月31日)

受取手形割引高 2,169,297千円 1,495,923千円

受取手形裏書譲渡高 185,106千円 180,619千円

手形債権流動化に伴う買戻義務 512,019千円 409,215千円

　

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の満期手形が、四半期連結会計

期間末残高から除かれております。

　
前連結会計年度

(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成24年12月31日)

受取手形 86,130千円 77,384千円

支払手形 799,826千円 717,511千円

　 　 　
　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

減価償却費 54,832千円 67,714千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 19,473 5.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

平成23年11月９日
取締役会

普通株式 11,684 3.00平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 19,473 5.00平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

平成24年11月12日
取締役会

普通株式 11,684 3.00平成24年９月30日 平成24年12月７日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
 

合計
(注)２

管工機材 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 18,221,47218,221,472155,283 ― 18,376,756

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 2,257 △2,257 ―

計 18,221,47218,221,472157,541 △2,25718,376,756

セグメント利益 103,049 103,049 4,857 ― 107,907

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、室内装飾の施工を含んでおります。

　　２.セグメント利益の合計額と四半期連結損益計算書の営業利益に計上した額は一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
 

合計
(注)２

管工機材 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 19,022,77519,022,775131,539 ― 19,154,315

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 7,966 △7,966 ―

計 19,022,77519,022,775139,506 △7,96619,154,315

セグメント利益 210,724 210,724 4,522 ― 215,246

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、室内装飾の施工を含んでおります。

　　２.セグメント利益の合計額と四半期連結損益計算書の営業利益に計上した額は一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 １円54銭 37円36銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額　　　　　　　　　(千円) 6,002 145,501

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額　　(千円) 6,002 145,501

    普通株式の期中平均株式数　　　　　(株) 3,894,668 3,894,668

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

平成24年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

①　中間配当による配当金の総額・・・・・・・・　11,684千円

②　１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・　３円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・　平成24年12月７日

　　(注)平成24年９月30日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

クリエイト株式会社

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柏　　木　　　 忠 　    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    沖　　　　　　 聡 　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリ
エイト株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリエイト株式会社及び連結子会社の平成24
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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